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生 活 科 学 習 指 導 案
２年○組

「赤ばねの名人をしょうかいしよう」Ⅰ 単 元 名 つたわる 広がる わたしの生活

Ⅱ 学習指導要領上の位置付け

（３）地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々につい

て考えることができ、自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり、それらに

親しみや愛着をもち、適切に接したり安全に生活したりしようとする。

（８）自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して、相手のことを想

像したり伝えたいことや伝え方を選んだりすることができ、身近な人々と関わることのよさや

楽しさが分かるとともに、進んで触れ合い交流しようとする。

Ⅲ 目 標

ア 知識・技能の基礎

・ 自分たちの生活を支えていることが地域には生活したり働いたりしている人々がいて、

分かる。

イ の基礎思考力・判断力・表現力等

・伝える相手や目的、伝える出来事の内容に応じた、適切な表現方法を選んで、まとめる

ことができる。

・分かりやすい伝え方を工夫しながら、発表することができる。

・友達の意見や発表を聞いて新たな視点を得ることができる。

ウ 学びに向かう力・人間性等

・町探検を通して学んだことを、班の友達と協力し合ってまとめて発表したことの満足感や

達成感を通し、自分の成長に気付くことができる。

・自分の住む地域に愛着をもち、地域の一員として生活をよりよくしようと考えることがで

きる。

※別紙参照Ⅳ 指導計画

Ⅴ 本時の展開（６／１２）

感想や意見を伝え合う活動を通して、赤ばねの名人のすばらしさを伝えるための作品の１ ねらい

改善点を考えることができる。

２ 展開

☆：子供の意識学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価

１ 本時のめあてをつかむ （５分）。

・前時までに解決してきたことや、単元全体のめあてについて確認し合う。

☆赤ばねの名人について、発表の準備が自分たちなりにできた。
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☆自分たちのグループは、前の時間に発表ができた。

☆学校公開で家の人に分かりやすい発表ができるようにがんばろう。

めあて 赤ばねの名人のすごいところが家の人にもっと伝わるように、いけんをこうか

んしよう。

○見通しをもって活動できるようにするために、活動の流れや時間の目安を掲示しておく。

２ 赤ばねの名人の発表内容について追究する （２７分）。

・探検して分かった赤ばねの名人について発表する （大島まんじゅうグループ）。

・聞いている児童は、自分の考え（よくわかったこと・もっとくわしく知りたいことやアドバ

イス）を黄色の付箋紙にメモする。

・付箋紙に書いた内容を発表する。

○館林警察署グループ・村田さんグループについても同様に行う。

☆写真が記事と合っていて、分かりやすかった。

☆いろいろ工夫していることが分かった。

☆ほかに売っているもののこともくわしく知りたい。

☆名人がほかにしていることについても発表するといい。

○声の大きさや姿勢などの発表態度にとらわれがちな児童が多いので、内容に着目できるよう

に発表前に視点について確認する。

○関心をもって聞き、意欲的に発言できるように、ワークシートに付箋紙を貼ったものを準備

する。その際、グループごとに付箋紙を色分けしておく。

○その後のグループでの話し合いにつながるように、児童から出された意見を整理して板書す

る。

○ねらいにつながる内容の発言を取り上げ、全児童に問い返すことで、赤ばねの名人のすばら

しさが捉えられるようにする。

３ 赤ばねの名人の発表内容について集団で解決する （８分）。

・話し合いで出た意見をもとに、自分たちのグループの改善点（もっと調べたいこと・つけた

したい記事・写真）を話し合ってまとめる。

☆もっと分かりやすくするために、くわしい説明を付け足した方がいい。

☆名人のすごいところがもっと目立つように書いて発表しよう。

☆お店の人の話をもう少し聞いて、売っているものをくわしく書きたい。

☆大事なことを、太い線で囲むと分かりやすい。

感想や意見を伝え合う活動を通して、赤ばねの名人のすばらしさを伝えるための作品の

。 〈 、 （ ）〉改善点を考えている 発言 ワークシート・ 2

４ 本時のまとめ・振り返りをする （５分）。

・自分たちの作品の改善点（次の時間にやりたいこと）を発表する。

・めあてをもとに、活動を振り返る。

☆自分の考えが付箋紙に書けた。

☆もっと分かりやすくするための方法が分かった。
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単元名「つたわる 広がる わたしの 生活 ～赤ばねの名人を しょうかいしよう～」指導計画 生活科 第２学年

図工１時間（全１４時間計画） 国語１時間

地域の人々と関わったことを振り返り、地域には生活したり働いたりしている人がいることや、それらの人々

目 と自分たちの生活との関わりに気付き、地域の人々に親しみや愛着をもつことができるようにする。また、地域

標 の人々と関わったことを身近な人々に伝え合う活動を通して、人々と関わることの楽しさが分かり、進んで交流

することができるようにする。

地域で関わった人々のことや関わりを通して分かったことなどの、自分の心に残った地域の出来事を、友(１)

達や身近な人々と伝え合おうとしている。

評 地域で生活したり働いたりしている人々と自分たちとの関わりについて考え、それを伝える相手や目的、(２)

価 伝える出来事の内容に応じた適切な表現方法を選んで作品に表し、分かりやすい伝え方を工夫しながら交流

規 している。

準 地域で生活したり働いたりしている人々の地域への思いや、自分たちの生活との関わり、身近な人々と関(３)

わることの楽しさが分かるとともに、地域への親しみや愛着が増したり、人々と適切に交流することができ

るようになったりした自分たちの成長に気付いている。

事 ・これまでの生活科の学習内容をまとめた掲示物を教室内に掲示しておき、朝や帰りの会、給食時の会話などを通

前 して活動の様子を振り返ったり、児童が家族と出かけたお店の話をもとに、地域との関わりについて考えられる

ような働きかけを行ったりする。

ねらい・めあて ○学習活動 ☆振り返り（意識） ◇評価項目過 時 ◎

<方法・観点>程 間

２ ◎これまでの生活科の学 ○ ☆たくさんの人と関わって学 ◇これまでにかかわってきた地域で関わった

習で関わってきた 習を進めてきたんだな。 地域の人々の名前や、教え地域 人々のことをこ

☆赤ばねの名人について、も てもらったことを記述したの出来事や人々のこと れまでの記録カ

っとくわしく調べてみた り、発言したりしている。を振り返り、自分の心 ードや作品など

に残った出来事の中か を見ながら振り < >で い。 発言､ﾜｰｸｼｰﾄ・( )1
☆赤ばねの名人のことを家のら、伝えたいことにつ 返り、どんな出

人にも教えたい。いて話し合い、決める 来事があったか

ことができるようにす を思い出す。

る。

あ 赤ばね名人のすばらしさを、いえの人につたえよう

○ ☆公民館見学でいろいろなこ ◇今までの学習の中から、自自分の心に残っ

とを教えてもらったから、 分が伝えたいことを決め今までに出会った赤ば ている出来事に

そのことを伝えよう。 て、発表している。ねの名人について、話 ついて話し合い、

し合おう。 自分の伝えたい < >う ☆わがしやさんで売っていた 発言・( )2
ものについて、みんなに教ことを決め、同

えたいな。じ思いをもつ者

でグループを作

る。

４ ◎伝えたいことを決め、 ○自分の伝えたい ☆誰にでも分かるように、絵 ◇発表に適した表現方法を選

それらに適した表現方 ことと、伝える をたくさん使ったポスター んでいる。

< >法を選んで、作品にま 相手に適した表 を作ろう。 発言・( )2
とめることができるよ 現方法を話し合 ☆パンフレットにして、みん

うにする。 う。 なに配ろう。

○前時に決めた表 ☆写真があると分かりやすい ◇自分たちで決めた表現方法

現方法で、グル な。 に合った、発表用の作品を赤ばねの名人について

ープごとに工夫 ☆大事なところが目立つよう 仕上げている。まとめよう。

< >しながら作品を に、工夫しよう。 作品・( )2
作る。

作品をまとめる中で、 感想や意見を伝え合う活４ ◎ ○他のグループの ☆もっとわかりやすくするた ◇

もっと分かりやすい発 動を通して、赤ばねの名友達に作品紹介 めに、くわしい説明を付け（

表をしたいという思い 人のすばらしさを伝える本 し合い、工夫し 足したい。
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をもち、電話や取材な ための作品の改善点を考時 た点やよい点、 ☆お店の人の話をもう少し聞

は ２ 改善点について きたい。 ている。どの手段を用いてさら え

に情報を集めることが < >／ 話し合う （本 ☆大事なことを、太い線で囲 発言､ﾜｰｸｼｰﾄ・( )。 2
４ 時はその２） むと分かりやすい。できるとともに、それ

らの活動を通して、地）

た ○分かりやすい発 ☆質問したいことを、紙にま ◇よりよい発表にするために域の人々と関わること

表にするために とめよう。 地域の人に聞きたいことやの楽しさを実感するこ 、

地域の人に聞き ☆季節によって作っているお もっと調べたいことを、書とができるようにする。

たいことを決め 菓子が違うのか聞いてみた き出したり、新しい情報を、

ら 手紙や電話、取 い。 集めたりしている。

もっとくわしいはっぴ < >材などの方法で ☆電話で教えてもらって、分 発言､ﾜｰｸｼｰﾄ・( )、 2
必要な情報を集 からなかったことが分かっょうにしよう。

める。 た。

き

○集めた情報をも ☆教えてもらったことを、作 ◇作品に新しい情報を書き加

とに、作品を改 品に書き加えたら、名人の えたり、視覚に訴えるよう

良する。 すごさが前より分かりやす な工夫をしたりしている。

< >か くなった。 作品・( )2

３ ◎心に残った地域の事を ○発表会に招待す ☆たくさんの人が来てくれる ◇発表会に向けての準備を行

身近な人々に伝えたり るための手紙を とうれしいな。 っている。、

< >け 感想を聞いたりする中 書いたり、発表 ☆上手に発表できるように、 招待状、行動・( )1
で 、身近な人々と関わ 会の練習をした もっと練習しよう。

ることの楽しさが分か りする。

り、進んで交流するこ

る とができるようにする ○保護者や地域の ☆聞いている人に、ほめても ◇地域の人々について発表し。

人などの身近な らえてうれしかった。 たり、聞いている人に感想

人々に、自分の ☆はずかしかったけど、大き を伝えてもらったりして、

心に残った地域 な声で発表できて、よかっ 人々と交流することの楽し赤ばねの名人のことを、

の人々について た。 さに気付いている。家の人につたえよう。

< >発表する。発表 発言､ﾜｰｸｼｰﾄ・( )3
を聞いた人に、

感想を伝えても

らう。

１ ◎地域の人々との関わり ○赤ばねの名人に ☆はずかしかったけど赤ばね ◇地域の中に愛着のある場所

やグループ活動、発表 ついてまとめた の名人のすごさを伝えられ が増えたり、人々と適切に

会を振り返り、地域と り、発表したり てよかった。 接して、親しくなったりす

の関わりで分かったこ した感想を話し ☆赤ばねには、いろいろな名 ることができるようになっ

ふ とや、自分の成長で気 合う。 人がいて、私たちのくらし た自分たちの成長に気付い

付いたこと、これから を楽しくしてくれているこ ている。

< >り 自分がやってみたいこ とが分かった。 発言､ﾜｰｸｼｰﾄ・( )3
となどについて考える

か ことができるようにす ○この学習を通し ☆みんなと協力して作品つく

る。 て、自分ができ りや発表ができた。

え るようになった ☆家の人の前で発表するのは

ことや、がんば どきどきしたけれど、がん

る これまでのかつどうを ったこと、これ ばって大きな声で発表でき

ふりかえろう。 からやってみた た。

いことをワーク ☆今度は家の人と一緒に買い

シートにまとめ 物に行ってみたい。、

発表する。 ☆これからも、地域に住んで

いるたくさんの人のすごい

ところを見つけたい。

☆もっと赤ばね地区のことを

調べて、いろいろな人と仲

良くしたい。

国語・図工 招待状作り ２時間


